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発達障害児のための集団心理療法「もくもくグループ」に

おける「親の会」の意義と課題
一卒業生の保護者を対象とした「親の会」での体験に関する追跡調査から一

吉川桃子九州大学大学院人間環境学府／遠矢浩一九州大学大学院人間環境学研究院

針塚 進九州大学大学院人間環境学研究院

要約

近年，発達障害のある子どもへの支援に関しては，本人だけでなく，家族も視野にいれた支援が必要となっ

ている。本研究では，発達障害児を対象としたグループセラピーである「もくもくグループ」の「親の会」

の意義と課題について 追跡調査を行い検討した。その結果，参加者の多くは「親の会」にポジテイブなイ

メージを持っていた。「親の会」は保護者同士が情報・知識を得られ，同じ発達障害の子を持つ親同士で関

わることで，自分一人ではないという安心感を得ていることが考えられた。ネガテイプなイメージをもった

保護者は，「もくもくグループJの意義についても認識できていないことが考えられた。「もくもくグループ」

の活動の意義や狙いについても セラピストは意識して保護者と共有していくことが重要であると考えられ

た。

キーワード：発達障害，親の会，追跡調査

I. 問題と目的

現在，発達障害児のみならず，その親の支援に

ついても多く行われている。伊藤ら（2002）は発

達障害児の母親のストレス研究において，発達障

害児の母親が「親の会」の学び合いを通して，育

児困難感や疲労感といったストレスを抱えながら

も，「育児によって自分が成長していると感じら

れる」というポジテイブな気づきを得ていること

を報告している。このように，発達障害をもっ親

同士の交流による相互的な支援は重要であると考

えられる。

九州大学総合臨床心理センターでは，対人関係

に難しさを抱える児童・生徒を対象とし，平成8

年（1996年）より「もくもくグループ」を開設し

対人関係と集団活動参加への困難さに焦点を当て

た集団心理療法について実践・検討してきた。さ

らに「もくもくグループ」では，子どもを対象と

した集団心理療法と併せて，「親の会」を実施し

てきた。「もくもくグループ」における「親の会」

の狙いは，①母親がこどもの行動を幅広い視点か

ら捉えられるように子どもの理解を深める，②親

同士がお互いの悩みを共有したり，こどもの成長

を喜べるような繋がりを深めることで，母親の受

容体験を図る，としている。本研究においては，「も

くもくグループ」に過去参加していた経験者を対

象に追跡調査を行い，そのような狙いをもった「親

の会Jが実際に参加した保護者にとってどのよう

な体験となったのか その体験のあり方と意義に

ついて検討することである。

II. 方法

1 ）対象者過去もくもくグループに 1年以上参

加経験をもっ発達障害児・者の保護者。

2）調査方法質問紙を郵送し，回答のあった33

名を対象とした。

調査項目

①フェースシート
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子どもの現在の年齢・もくもくグループ在籍期

間・現在の所属・診断名等の回答をもとめた。

②子どもの行動チェックリスト CBCL（井澗・上

林・中田・北・藤井・倉本・根岸・手塚・岡田・

名取， 2001)

③精神健康調査GHQ（中川・大坊， 1985)

④子どもの行動評価表

「もくもくグループ」の活動時に，保護者に毎

回回答を求めている評価表。「いらいらしたり，

怒ったりすることなく 気持ちが安定している」

「特定の考えや，行動にこだわることなく柔軟に

すごせている」等子どもの状況についての15項目。

「全く当てはまらない」～「よくあてはまる」ま

での4件法であった。

⑤親の会体験評価尺度

「もくもくグループ」親の会での体験について

問う21項目の尺度。「全くそう思わない」～「と

てもそう思うJまでの5件法であった。この尺度

は実際の「もくもくグループ」の「親の会」終了

後，参加した保護者に毎回記入してもらい，そこ

での保護者の体験の参考とするために用いている

ものであった。

⑥自由記述

「1. もくもくグループにお子様が参加されて

いた中で、印象に残っている点や良かった点，ご感

想、などについて，自由にお書き下さい」「2.保

護者様がもくもくグループの親の会に参加する中

で，印象に残っている点や良かった点，ご感想、な

どについて自由にお書きください」「3. もくも

くグループについて ご意見・ご要望がありまし

たら自由にお書き下さい」の2つの項目について

自由回答を求めた。

3）親の会の概要

こどもの療育グループに準じて「親の会」グルー

プが構成されている。隔週l回の頻度で， l回あ

たり約60分間行われた。

子どもの様子やむずかしさを共有するテーマ等

を設定し，グループセッションが行われる。また，

モニター画面からこどもの活動場面を観察し，こ

どもの活動中の様子から 子どもの理解を深める

活動も行っている。

基本的には各グループの親4～ 8名程度にセ

ラピストが2～ 3名参加。セラピストは療育活

動の内容・目的の説明を行いこどもへの注意・理

解を促したり，保護者同士の会話の橋渡しをする

ファシリテーターの役割をとる。

E 結果と考察

(1）「親の会」での体験に対する保護者の評価に

ついて

「親の会体験評価尺度」に関して，得点分布から，

保護者の「親の会」に対する評価について検討す

る。「親の会体験評価尺度」 21項目についての因

子分析は先行研究（田浦， 2009）を参考にした。

参考にした因子分析の結果についてはTable.Iに

示す。

各因子の得点の平均の分布をFigurel～4に示

す。第I因子，第2因子，第3因子ともにほとん

どの回答者の得点が3点以上に分布しており，回

答者の多くが「被受容感・一体感」「子どもの気

持ち理解」「他母親の発言のうけとめ」の評価は

高いことが窺えた。さらに第4因子においてはほ

とんどの参加者が3点以下に分布しており，「落胆，

焦り」に関しての評価は低いことが窺えた。以上

のことから，回答者においては，「親の会」が狙

いとする①母親がこどもの行動を幅広い視点から

捉えられるように子どもの理解を深める，②親ど

うしがお互いの悩みを共有したり，こどもの成長

を喜べるような繋がりを深めることで，母親の受

容体験を図るといった体験が達成されていること

が示唆される。また「落胆，焦り」の評価が低い

ことから，居心地の悪さや，焦りといったネガテイ

ブな体験は比較的少なかったと考えられる。

(2）自由記述による 親の会の体験の検討

「親の会体験尺度」の「被受容感・一体感」「子
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Table.I 「親の会体験評価尺度」の因子分析結果
最尤法，プロマックス回転

第l因子被受容感，一体感（α＝.92) 第I因子 第2因子 第3因子 第4因子

17 日常を忘れてリフレッシュできた 87 .07 ー.29 ー.12

18 他のお母さんとのつながりができた .86 ー.01 ー.05 .01 

16 自分の気持ちが整理できた .73 -.03 -.02 .12 

5 自分自身が受け止められた気がした 70 -.08 .30 .07 

3 リラックスできた 66 四.06 .26 -.09 

13 今日の活動は楽しかった .56 ー.04 .19 ー.14

11 自分一人ではないと感じて心強かった .53 18 .22 -.08 

2 自分の気持ちに気づいた .48 .20 .17 .18 

第2因子子どもの気持ち理解（a=.83) 

8 子どもの立場から考えてみた ー.02 83 .09 】.11

14 子どもの気持ちについて思いをめぐらせた ー.13 .77 .24 .05 

19 子どもが行動するときにどんな気持ちなのか考えてみた .20 .75 ー.27 .09 

第3因子他母親の発言の受け止め（日＝ .78) 

1 他のお母さんの気持ちに共感した .10 -.08 .72 .05 

6 他のお母さんの言動から自分ならどうするかなと考えた 一.03 .10 .68 -.14 

20 参考になる情報が得られた .18 .02 58 .12 

第4因子落胆，焦り（a=.75) 

7 落ち込んだ気分になった 10 国.18 .07 .91 

12 なんとなく居心地が悪かった ー.11 12 ー.18 .62 

10 焦る気持ちになった ー.08 .19 .06 58 
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どもの気持ち理解」「他母親の発言のうけとめ」

因子の各因子の得点の平均が3点以上で「落胆，

焦り」因子の得点が3以下の 比較的「親の会」

に対する評価がポジテイブなものであると考えら

れる者27人中，「親の会」の印象に関する自由記

述に回答していた21名の記述をTable.2にまとめ

た。

記述においては，「他の学校の対処法等聞くこ

Table.2ポジティブな「親の会J体験を持つ保護者の「親の会jに対する自由記述
ID 「親の会」のよかった点

1 未記入

2 他の学校の対処法等聞くことができたのはよかった。

3 いろいろな考えや意見があり参考になりました。

4 子どものことで悩んでいるのは自分だけではないと感じて少し安心しました。

6 未記入

7 未記入

参加間もないころ，先輩のお母さん方が，子どもの特徴を冷静につかみ適切な声掛けをしていらっしゃることに驚き感銘を受け

8 ました。子どもの成長ももちろんありましたが子どもの特性を落ち着いて受け止めることができるようになったこと，感謝し

ております。

9 
困っていること等共感し合えて自分一人でないことに安心した。進路に対しでもいろんな意見，考えがだされてとても勉強になっ

た。

積極的なメンバーにもめぐまれていつも元気になった。学校の不満や愚痴ではなく，教育や将来の不安など子どものことを中心

10 とした話題だ、ったので他の保護者と気持ちを共有したり，励ましあったりできて，いつも感情的な負担が軽くなった。本当に良

いメンバーに恵まれていたと思うし 司会者の努力にも感謝しています。

11 いろいろは方の話をきけて勉強になった。

12 
親同士でいろんな話が出来たことがとても良かった。先生が参加されていたときはいろいろ話が出てそれについてどうした方が

いいのかなどみんなの意見も聞けて良かったです。

自分の中の問題は自分で解決するものだと思っていてカウンセリングを受ける人の気持ちがいつもわからなかったのですが，同

13 
じ悩みを持つ方と話していると気持ちが和み話を聞いてもらうことの心強さを知りました。並行してカウンセリングを受けてい

るうちに心の中を整理する時聞が持てるようにもなってきたことは自分でも発見であり，もくもくグループに参加させていただ

いたからだと感謝しています。

14 
様々なほ保護者の方の考えを聞くことが出来ました。子どもに関しての話を周囲の冷ややかな目を気にせずに話せる場としてと

ても貴重な場所でした。

15 色々な悩みを気軽に話すことができました。又聞くことが出来たこと，とてもよかったです。

16 未記入

17 
自分の周りには同じような障害をもった子がいなかったので，もくもくグループの親の会では同じような悩みや不安を持った保

護者の方といろいろ話せて楽しったです。前向きに子どもとかかわれるようになりました。

18 
昔のことなので，内容はほとんど覚えていませんが，障害を持った子どものどんなところが不安な状態なのかと保護者がグルー

プになり体験してみる事がありました。親は子供の欠点ばかり見て内面を理解していなかったことに気付かされた体験でした。

19 未記入

当時福岡にヲlっ越してきたばっかりで 中途からだと障がい児への通園施設の受け入れがすぐには難しくて相談するところもわ

20 
からなくて不安で、した。そんなときにもくもくグループに行けることになりうれしかったです。親の会では同じ子育ての悩みな

とミを持ったお母さん方の話が聞けて参考になりました。また大変なのは自分だけでないというのがわかり気持ちが楽になったの

を思い出しました。

最初は不安がいっぱいで 自分のようなボーダーの子どもをもっ親は障がい児の親とも健常児の親とも分かり合えないと思って

22 いた時期があったので，徐々にみなさんと打ち解けてきて，子どもの問題はひとつでないと思えるようになってきました。それ

から自分自身にも少しずつ余裕が持てるようになりました。

23 
子どもの見えないところから子どもの様子がみられてとてもよかったです。ほかのお母さん方の考えや意見なども聞けて参考に

なりました。とても楽しく過ごさせていただきました。

24 
きちんとしたテーマがあったのかどうかは覚えていませんがそれでも大きく外れることはなく話が出来ていたので、良かったと

，思っていました。

25 未記入

26 私だけじゃない，息子だけじゃない。同じ悩みを持つ仲間がいる。と思えたこと。

29 他のお母様の努力されているご様子が印象的でした。私はこれでいいのかな －という焦りはありました。

30 
当時いらっしゃった先生が親身になっていろいろとアドバイスを下さった思い出があります。親としてはわらをもつかむような

思いでいることがありましたので，とてもありがたく思いました。

31 
いろいろなケースの子どもさんが参加され，保護者の方々と共感することが多々ありました。素直に包み隠さずなんでも話ので

きる親の会であったので 私としてはいい3年間をすごしました。ストレス発散の場であったことは間違いありません。
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Table.3ネガティブな「親の会」体験を持つ保護者の「親の会jに対する自由記述

ID I 「親の会」の良かった点

28 ｜他の親の方々に，自分の子どもが出来が悪いので引け目を感じていました。

5 ｜親の会のお母さんたちは皆必死 自分の意見を積極的に言われていたのが印象に残っています。子どもにはよかったように思い

｜ますが，私にはストレスとなることも多くありました。話をよく聞いていただいた時は良かったと思いました。

27 ｜親が全員でゲームをするようなとき私は苦手でした。意見を出し合うときも大人数の時は緊張しました。

とができたのはよかった（1)J，「親の会では同じ

子育ての悩みなどを持ったお母さん方の話が聞け

て参考になりました（21）」といった，情報や知

識の共有に対しての評価が多く見られた。宋

(2004）は「親の会Jにおいて実質的なサポート

が得られるほど，育児に対する負担感が少なくな

ることを示した。子どもへの関わりや，その周辺

の環境への働きかけ等多くの困難を保護者は抱え

ていると考えられ，具体的な対処の在り方などを

親同士で共有できることは意義があると考えられ

る。

また「子どもに関しての話を周囲の冷ややかな

目を気にせずに話せる場としてとても貴重な場所

でした（14）」「自分のようなボーダーの子どもを

もっ親は障がい児の親とも健常児の親とも分かり

合えないと思っていた時期があったので，徐々に

みなさんと打ち解けてきて 子どもの問題はひと

つでないと思えるようになってきました。それか

ら自分自身にも少しずつ余裕が持てるようになり

ました（22）」等の記述から，同じ発達障害の子

をもっ母親同士という安心感をもって会に参加で

きていることも考えられた。発達障害の子をもっ

親は，周囲の人から分かつてもらえる体験の少な

さから孤独感を感じることが多いことを指摘して

いる（金城ら， 2006）。よって，自分だけではない，

お互いに分かりあえるという体験はそのような孤

独感の低減につながることも考えられる。

「親は子供の欠点ばかり見て内面を理解してい

なかったことに気付かされた体験でした（18)J 

「子どもの特性を落ち着いて受け止めることがで

きるようになったこと 感謝しております（8）」

等の記述から親の会において 子どもの特徴の理

解や受け止めが進む体験も得られていることが窺

えた。財部（2000）は母親の様子をビデオでフィー

ドバックすることで子ども理解が深まることを指

摘している。「もくもくグループ」の「親の会」

においては，活動の中で多くビデオ観察も行われ

ている。このような即自的な行動のフィードパッ

クを活用していくことの重要性が考えられる。

「親の会体験尺度」の「被受容感・一体感」「子

どもの気持ち理解」「他母親の発言のうけとめj

因子の各因子の得点の平均が3以下で「落胆，焦

り」因子の得点が3以上の 比較的「親の会」に

対する評価がネガティブなものであると考えられ

る者3人の「親の会の良かった点はなんですか」

という自由記述に対する回答をTable.3にまとめ

た。

記述から，自分の子どもと他の子どもを比べて

しまい，出来なさに目が向いてしまったり，保護

者同士のやりとりに緊張感をもち居心地の悪さを

感じてしまうことが体験されていることが示唆さ

れた。このような保護者も話をしやすい環境を整

えたり，子どものネガテイブな面にばかり目がい

かないような配慮・工夫が必要である。

(3）自由記述による母親の「もくもくグループ」

の捉え方の検討

「親の会体験尺度」の「被受容感・一体感」「子

どもの気持ち理解」「他母親の発言のうけとめ」

因子の各因子の得点の平均が3以上で「落胆，焦

り」因子の得点が3以下の 比較的「親の会」に

対する評価がポジティブなものであると考えられ

る者29人中，「 1. もくもくグループにお子様が

参加されていた中で、印象に残っている点や良かっ

た点，ご感想、などについて，自由にお書き下さい」

の項目に回答していた24名の記述をTable.4にま
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Table.4ポジティブな「親の会」体験を持つ保護者の「もくもくグループjの活動に対する自由記述

ID 「もくもくグループ」が子どもにとってよかった点

2 ロールプレイングの嫌がり方担当の人と馴染んでいく過程，自分も人と関われると思えた場所。

3 セラピストの方々と子どもがとても楽しそうにリラックスして遊んで、いたのが印象に残っています。

4 最初の不安そうな様子を思い出します。

7 
うちの子の場合気の合う人たち，同じ学年の子供たちだけの時より，いろいろな年の子がいたほうが本人の勉強になったんじゃ

ないかと思う。

8 
グループのプログラムを別室で見ることが出来て，学校等での様子が想像できたことがとてもよかったです。又，その時，その

時の子どもに応じた接しかたを考えていただき 親としての対応の仕方を考える良い機会だったと思います。

9 
子ども企画で子ども達が生き生きと参加して楽しんでいる様子が思い出される。こだわりだ、ったり，他の人から見れば違和感に

なることも自由に出して楽しめる姿を思い出す。

もくもくの日を本当に楽しみにしていたし，楽しんで参加していた。先生との関わりの中でくつろぐ姿が一番こころに残ってい

10 
る。皆で、身体を使ってゲームをすることを喜んでいた。自分が受けいれられること，一日置かれたり自信をつけてもらったり，

ゆず、ったりの体験で幅がでてきた。すぐに逃げ出す姿から，参加してなくてもその場に先生の身体にもたれながら同じ空間で場

を楽しめるようになり，最後は自分の企画でプレーをリードしたり段階的な成長を見ることができた。

11 子どもの話をよく聞いてくれたりよい面を引き出そうとしてくれたのが子どもにとって自信がついた。

12 
子どもの目線でいろいろしていただきました。子どもの良い所をほめて伸ばしてもらった気がします。兄弟がいないこともあっ

て又参加していた方が年上の方とあってすごく居心地が良かったみたいです。

強制されないため活動中は参加したり途中で抜けたりと自由にふるまっていましたが，一度先生より「参加するなら一日参加し

13 
しないならば全くしないで見学するよう」どちらか自分で決めるように言われ，その日は途中でウロウロしたりせず参加したこ

とが印象的で＼後で本人に尋ねると「ずっと遠矢先生がそばにいたからしかたなかった。」との答えでしたがその後ももくもく

を嫌がることなく参加しました。

活動よりも活動前後（自由遊び）を楽しみに参加していたように思います。活動に関しては，幼い 幼稚だというのが本人の感

14 想としてよく聞かれました。子どもが日常の場面では行動，言動に対して周囲に否定的な反応ばかりされているのですが，もく

もくではそれとは違い，他にはそのような空聞がなくとても貴重な場所でした。

15 子どもと自信をもてるように接して頂いて参考になりました。

もくもくグループの子にいじわるされているときがあり，活動には参加したいが，その子にあうのがいやで行きたがらないこと

16 がありました。そういうときの気持ちの切り替え，相手のお子さんへのアプローチの仕方など，もう少し詳しくアドバイスをも

らえたらと思いました。

17 娘が自分から他の子に話しかけたり，かかわろうとする姿が見られてよかった。

いつもみんなと一緒に行動 参加できない息子に腹立たしい思いで見ていた様に思います。でも学校を早退してまで、通っていた

18 のは，やはり，本人の居場所がどこにもなかった。もくもくは唯一子どもの行動を見守ってくださり，言葉かけしてくださると

ころとして，自由にできたところだと思っていました。

20 手遊びゃリトミックなど。

中学のころ数人からからかいやいじめがあり，「もくもく」は子どもにとってオアシス的存在であったようで，喜んで参加して

21 いました。この時期に家庭以外で，個性を認めて受け入れてくれる場所があったのは子どもにとって次のステップに行くための
活力になり幸せな時間だ、ったと思います。

子ども企画は本人が徐々に自発的に考えて企画するようになり，今でも時々話してくれる等楽しかったようでとても意義があっ

22 たと思います。学校には行けなくても社会参加ができる貴重な場所でした。体調不良以外は通えていたのでとても楽しみにして

いたのだと思います。

23 
参加した当初は恥ずかしがって前に出て話したりできなかったので，回を重ねるについれて，自己紹介ができたり，ほかの子た

ちとも関われるようになったことがよかったです。

24 
マンパワーが多かったのがとてもよかったと思います。おかげで母子分離で活動させていただいたのはとても良かったと思って

います。

25 未記入

26 
学校と違ってリラックスして楽しい様子でよかったです。毎回楽しみにしていて，友達もできて，逆に00くんはかわいそうだっ
たなどというようになったりしてび、っくりしました。

29 
その節はお世話になりました。最初に受け持つてくださったセラピストが大好きでなついていたことを印象深く覚えています。

今でも年賀状のやりとりをさせていただいています。

30 大学生のお兄さんやお姉さんととても楽しく遊んで、いただいて，子どもが通うのを心待ちにしていたのを思い出します。

小学4年生から 6年生までの3年開通わせていただきましたが，子どもは最初は自分の思うようにできないとイライラしたり，

31 
頭突きをしたりしていましたが徐々に自分の気持ちをコントロールできるようになりました。プログラムの内容によって楽し

そうだったり，少しものたりないときもあったようですが， もくもくの活動に参加することが楽しみであったことは本人にとっ
ても貴重な経験だ、ったと思います。
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とめた。

「子どもの話をよく聞いてくれたりよい面を引

き出そうとしてくれたのが子どもにとって自信が

ついた（11）」，「いつもみんなと一緒に行動・参

加できない息子に腹立たしい思いで見ていた様に

思います。でも学校を早退してまで、通っていたの

は，やはり，本人の居場所がどこにもなかった。

もくもくは唯一子どもの行動を見守ってくださり，

言葉かけしてくださるところとして，自由にでき

たところだと思っていました (18）」といったよ

うに，普段学校等で失敗体験が多くなってしまう

わが子にとって，自由にのびのびできる場，自信

を付けさせてくれる場として認識されている記述

が見られた。遠矢（2006）は「発達支援の場は「療

育の場」であるだけでなく，様々な困難を体験し，

不安になり，抑うつ的になっているこどもたちの

心の癒しのための『居場所』としての機能を果た

すことが不可欠」と述べており，「もくもくグルー

プ」の活動の狙いの一つにも「居場所」としての

機能があげられる。このような狙いやその重要性

が保護者にも共通認識として伝わっていたことが

示唆された。

「親の会体験尺度」の「被受容感・一体感」「子

どもの気持ち理解」「他母親の発言のうけとめJ

因子の各因子の得点の平均が3以下で「落胆，焦

り」因子の得点が3以上の 比較的「親の会」に

対する評価がポジテイブなものであると考えられ

る者3人の「1. もくもくグループにお子様が参

加されていた中で、印象に残っている点や良かった

点，ご感想、などについて，自由にお書き下さいJ

という自由記述に対する回答をTable.5にまとめ

た。

記述において，「親の会」にネガテイブな評価

をもっ保護者は「もくもくグループjの活動の意

義，狙いについて疑問をもったり，あいまいであ

ることが考えられた。

N. まとめと課題

本稿の目的は，「親の会」が実際に参加した保

護者にとってどのような体験であったのか，その

体験のあり方と「親の会」の意義について検討す

ることであった。

「親の会体験評価尺度」からは，おおむね親の

会の体験はポジテイブに捉えられていること，ま

た①母親がこどもの行動を幅広い視点から捉えら

れるように子どもの理解を深める，②親どうしが

お互いの悩みを共有したり，こどもの成長を喜べ

るような繋がりを深めることで，母親の受容体験

を図るといった狙いに基づく体験がなされている

ことが示唆された。自由記述からその体験の詳細

を見ていくと，「親の会」は保護者同士が情報・

知識を得られ，また周囲の理解が得られにくく孤

独感を抱えやすい保護者が 同じ発達障害の子を

持つ親同士で関わることで 自分一人ではないと

いう安定感を感じられる場となることも示唆され

た。一方で，親の会に緊張感やストレスを感じて

いたという保護者も存在した。記述からは，他の

母親が積極的に話をしなかなか自分の話を聞い

てもらえない感じゃ 対人交流に緊張感を持って

いることが示唆された。

また，「親の会」に対する評価がポジテイブな

保護者とネガテイブな保護者の聞において，「も

くもくグループJの活動の捉え方に差が見られた。

「親の会」にポジティブな評価を持っている保護

Table.5ネガティブな「親の会」体験を持つ保護者の「もくもくグループJの活動に対する自由記述
ID 「もくもくグループ」が子どもにとってよかった点

28 過ぎ去ってみて参加に意味があったのかわからない。

もくもくグループに参加して，学校での理解が少しあったように思うし 本人においても学校と距離をおきながら少しリラック

5 スして過ごせたように思います。子ども達と遊べたことや先生に沢山話を聞いてもらって良い一時を過ごせたと思います。しか
し性質そのものは変わらなかったと思います。

27 女の子が少なかったので，高学年になっていたし，楽しそうでもありそうでない感じもあった。
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者は，「もくもくグループ」についても，子ども

が自由に振る舞える場所，自信を付けさせてくれ

る場という認識があり，セラビスト側との狙いの

共有も行われていたことが考えられる。一方「親

の会」に対してネガテイブな評価をした保護者は，

「もくもくグループ」の意義についてもはっきり

と見いだせないでいた可能性が示唆された。

以上のことから，「親の会」は発達障害の子ど

もを持つ保護者にとって重要な体験を提供するこ

とが示唆され，その体験の多くは保護者同士の交

流から生まれるものと考えられるため，セラピス

トは保護者の交流を積極的に促していく姿勢が必

要であると考えられた。その際には，対人交流に

緊張感をもったり，自分からはなかなか話し出せ

ない保護者がいることに留意する必要があること

も示唆された。また，「もくもくグループ」の活

動の意義や狙いについても，子どもの担当のセラ

ピストや親の会のセラピストは意識して保護者と

共有していくことが重要であると考えられた。セ

ラピストと保護者が活動の意義に対する共通認識

を持つことで，「親の会」の中でも，より子ども

の理解が進むものと考えられ より「親の会」が

意義あるものになると考えられる。

課題として，今回概ね回答者からはポジテイブ

な体験が記述されたが 中にはネガテイブな体験

をしていたものもおり その両者の体験の違いを

より詳しくみていくことで 今後の「親の会」の

セラピストの援助の在り方についての知見を提供

できると考えられる。また，保護者がどのような

ニーズをもって「もくもくグループJや「親の会」

に参加しているかを把握することも重要であると

考えられる。
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Recently, it has been recognized that not only children with developmental disabilities but also their families 

have needs for special support. The purpose of this study was to examine the importance and problem of a group 

therapy for parents in "Mokurnoku-guroup". 

Almost all subjects have a positive impression on a group for parents. It is suggested that Parents at a group get 

information and feel relieved each other. And It is suggested that parents having negative impression on a group 

don't recognize importance of "Mokurnoku-group". It is important that parents and therapist share the purpose of 

"Mokurnoku- guroup". 

Keywords: children with developmental disabilities, group therapy for parents, follow -up research 


